
   

⼤旺鋼球製造グループ⼈権⽅針 
 
 
 
 

■⼤旺グループは、経営理念の下、ステークホルダーの皆様と双⽅向のコミュニケーション 
 を図りながら、事業活動を通じて社会に貢献し、社会と共に持続的に発展していくことを 
 ⽬指しています。当社グループの経営⽅針で表明する 

『責任を果たす、誠意を盡す、技術を練磨する』の精神により、事業活動が影響を及ぼし 
得る⼈々の⼈権を尊重する責任があることを認識し、この責任を果たすように努めます。 
 

■当社グループは、『国際⼈権章典』（国際⼈権宣⾔と国際⼈権規約）、国際労働機関の 
 『労働における基本的原則及び権利に関する宣⾔』を⽀持し、尊重しています。 
 また、国連の『ビジネスと⼈権に関する指導原則』に基づく取組の実⾏を通じて、 
 ⼈権尊重の責任を果たします。 
 
■⼈権尊重責任の実⾏ 
・⼈権デューディリジェンスの仕組を構築し、継続的に実施します。⼈権デューディリジェ

ンスの実施を通じ、当社グループの事業活動が及ぼしえる⼈権への負の影響を特定し、 
防⽌または低減策を講じます。 

・当社グループの事業活動が⼈権への負の影響を引き起こしたことが明らかになった場合、 
 あるいは取引関係等を通じた関与が明らかになった場合には、国際基準に基づいた⼿続

きを通じて、救済に取り組みます。 
・事業活動を⾏うそれぞれの国、地域における法および規則を遵守します。国際的に認めら

れた⼈権と各国の国内法に⽭盾がある場合には、国際的な⼈権原則を最⼤限に尊重する
ための⽅法を追求します。 

・⼤旺グループ⼈権⽅針（以下：本⽅針）を実⾏する過程において、ステークホルダーや 
 外部専⾨識者との対応と協議を取り組みます。 
・⼤旺グループは、本⽅針の実⾏に責任を持つ責任者を明確にし、実施状況を監督します。 
・本⽅針がグループ全体の事業活動に組み込まれ、効果的に実⾏されるよう、適切な研修、 
 教育を⾏います。 
 
 
 

⼤旺鋼球製造株式会社 代表取締役社⻑  加治屋国博 
北⽇本⼤旺株式会社 代表取締役社⻑  菅原好孝  


